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は
じ
め
に
本
号
で
紹
介
す
る
の
は
、
前
号
に
引
き
続
き
田
中
光
顕
宛
山
県
有
朋
書
翰
（
巻
四
七
〜
巻
五
二
、
全
三
三
通
、
未
完
）
で
あ
る
。
今
回
も
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
様
に
短
翰
が
多
い
。
ま
た
、
同
様
に
両
者
の
親
密
な
関
係
を
表
す
書
翰
も
相
変
わ
ら
ず
多
い
。
た
と
え
ば
、
二
七
○
番
書
翰
（
明
治
年
不
明
五
月
一
六
日
付
）
は
、
両
人
の
共
通
の
趣
味
で
あ
る
「
詩
」、
す
な
わ
ち
漢
詩
に
関
す
る
集
ま
り
を
関
係
者
に
通
知
す
る
よ
う
山
県
か
ら
田
中
に
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
。秋
月
は
山
県
と
共
に『
懐
旧
記
事
』
を
編
纂
し
た
秋
月
新
太
郎
（
号
、
必
山
）、
高
島
は
高
島
張
輔
で
あ
ろ
う
か
。
山
県
の
晩
年
の
側
近
で
あ
っ
た
入
江
貫
一
に
よ
れ
ば
、
山
県
の
「
詩
文
の
話
相
手
は
長
三
洲
、
竹
添
井
々
、
高
島
九
峯
［
張
輔
、
筆
者
註
。
以
下
、
同
じ
］、
二
宮
孤
松
等
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（
入
江
貫
一
『
山
県
公
の
お
も
か
げ
附
追
憶
百
話
』〈
偕
行
社
編
纂
部
、
一
九
二
二
年
〉
七
八
頁
）。「
五
大
家
」
と
は
、
恐
ら
く
彼
ら
漢
詩
愛
好
会
の
中
で
評
判
の
高
い
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
誰
を
指
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
次
い
で
、
二
七
一
番
書
翰
（
年
代
不
明
五
月
三
一
日
付
）
は
、
山
県
が
田
中
の
持
つ
「
鍵
」
を
「
譲
受
」
け
た
い
と
し
て
、
同
書
翰
を
持
参
し
た
使
者
に
そ
の
「
鍵
」
を
渡
す
よ
う
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
人
は
一
つ
の
「
鍵
」
を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
二
七
五
番
書
翰
（
明
治
二
八
年
六
月
一
九
日
付
）
は
、
田
中
宮
中
顧
問
官
が
山
県
の
代
理
と
し
て
参
内
す
る
よ
う
土
方
久
元
（
号
、
秦
山
）
宮
内
大
臣
が
手
配
し
た
こ
と
を
伝
え
る
簡
略
な
も
の
で
あ
る
。
代
理
参
内
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま
た
改
め
て
山
県
と
田
中
の
親
密
な
関
係
が
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
と
共
に
田
中
と
い
う
人
物
の
重
み
が
知
ら
れ
る
。
他
方
、
土
方
と
田
中
は
共
に
幕
末
の
土
佐
藩
に
お
け
る
尊
王
攘
夷
運
動
以
来
の
関
係
を
有
し
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
措
置
を
取
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
ろ
う
。
土
方
宮
相
の
在
任
期
間
中
（
明
治
二
○
年
九
月
〜
同
三
一
年
二
月
）、
田
中
は
継
続
し
て
宮
中
の
官
職
を
占
め
（
宮
中
顧
問
官
、
帝
室
会
計
審
査
局
長
、
宮
内
次
官
、
宮
内
省
図
書
頭
を
歴
任
）、
結
局
土
方
の
後
任
と
な
っ
た
（
田
中
の
宮
相
在
任
期
間
は
明
治
三
一
年
二
月
〜
同
四
一
年
六
月
）。
約
二
○
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
山
県
は
宮
中
、
天
皇
側
近
に
も
っ
と
も
親
密
な
関
係
に
あ
る
人
物
を
配
置
し
続
け
た
訳
で
あ
る
。
二
七
二
番
書
翰
（
明
治
年
不
明
七
月
五
日
付
）
は
、「
機
密
談
」
に
つ
い
て
、
ど
四
一
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う
や
ら
山
県
の
意
見
が
世
外
（
井
上
馨
の
号
）、
春
畝
（
伊
藤
博
文
の
号
）
両
人
の
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、そ
れ
に
関
し
て
新
し
い
情
報（「
新
聞
」）を
田
中
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
長
州
の
三
尊
の
機
密
に
関
わ
る
協
議
に
つ
い
て
、
田
中
に
愚
痴
を
こ
ぼ
す
よ
う
な
口
調
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
両
者
の
親
密
な
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
さ
て
、
今
回
は
山
県
の
体
調
不
良
を
示
す
書
翰
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
山
県
は
「
一
介
の
武
弁
」
を
自
称
し
た
も
の
の
、
頑
健
且
つ
無
骨
な
軍
人
で
は
な
か
っ
た
。
無
骨
で
な
か
っ
た
こ
と
は
前
述
の
漢
詩
を
始
め
書
画
や
骨
董
、作
歌
、作
庭
、家
作
、
刀
剣
等
々
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
数
多
の
趣
味
に
関
す
る
挿
話
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
頑
健
で
な
か
っ
た
こ
と
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
第
一
議
会
の
会
期
末
に
お
け
る
風
邪
に
よ
る
閉
会
式
欠
席
（
本
誌
第
五
八
号
〈
二
○
○
九
年
三
月
〉「
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
七
）」
で
言
及
し
た
。
以
下
、「
田
中
文
書
」
と
略
す
）、
あ
る
い
は
日
清
戦
争
に
出
征
後
朝
鮮
で
体
調
不
良
に
陥
り
勅
命
を
受
け
て
帰
国
す
る
に
至
っ
た
こ
と
（
同
第
五
五
号
〈
二
○
○
七
年
一
○
月
〉「
田
中
文
書
（
四
）」）
な
ど
が
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
後
者
に
関
連
し
て
、
最
近
、
伊
藤
之
雄
氏
は
前
線
に
お
け
る
作
戦
上
の
対
立
が
真
因
で
あ
る
と
す
る
説
に
対
し
、
そ
れ
は
史
料
的
根
拠
を
欠
く
も
の
で
あ
る
と
し
、
あ
く
ま
で
も
体
調
不
良
が
真
因
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
同
氏
に
よ
れ
ば
、
山
県
は
明
治
二
七
年
九
月
仁
川
に
上
陸
後
、
川
で
沐
浴
し
て
風
邪
気
味
と
な
り
気
管
支
に
炎
症
を
起
こ
し
腹
痛
・
下
痢
を
繰
り
返
し
疲
労
・
衰
弱
し
た
の
で
あ
る
と
い
う（『
山
県
有
朋
』〈
文
藝
春
秋
社
、二
○
○
九
年
〉二
七
五
頁
）。
今
回
収
載
し
た
書
翰
の
う
ち
、
山
県
の
体
調
不
良
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
二
六
九
番
書
翰
（
年
代
不
明
二
月
一
九
日
付
）
に
は
「
肋
膜
炎
之
初
期
」
と
あ
り
、
二
七
三
番
書
翰
（
同
一
二
月
四
日
付
）
に
も
「
非
常
之
繁
忙
」「
下
痢
」「
体
量
之
半
を
減
し
た
る
」
な
ど
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
七
四
番
書
翰
（
同
一
二
月
二
○
日
付
）
に
「
日
を
追
ひ
快
方
に
赴
き
」「
老
生
病
気
」、
二
九
七
番
書
翰
（
明
治
年
不
明
二
月
一
九
日
付
）
に
「
風
気
」、
二
八
五
番
書
翰
（
明
治
二
九
年
四
月
二
日
付
）
に
「
病
余
を
摂
養
」
な
ど
と
あ
る
。
寄
る
年
波
の
せ
い
も
あ
ろ
う
が
、
山
県
は
冬
に
な
る
と
体
調
不
良
に
陥
り
や
す
い
よ
う
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
山
県
は
明
治
二
九
年
前
半
期
の
露
国
出
張
の
際
に
も
体
調
を
崩
し
た
。
す
で
に
出
発
直
前
の
時
期
に
、「
微
疾
も
追
々
軽
快
に
赴
き
今
朝
も
発
熱
無
之
」
と
言
い
つ
つ
、
そ
の
一
方
「
頭
脳
之
重
き
を
感
じ
、
活
気
を
失
ひ
候
」
と
の
状
態
で
あ
っ
た
が
（
明
治
二
九
年
三
月
一
一
日
付
田
中
光
顕
宛
山
県
有
朋
書
翰
、
徳
富
蘇
峰
編
・
述
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
』
下
巻
〈
原
書
房
復
刻
、
一
九
六
九
年
〉
二
六
五
頁
）、
往
路
で
滞
在
し
た
パ
リ
お
よ
び
復
路
で
滞
在
し
た
香
港
で
い
ず
れ
も
日
本
食
の
饗
応
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
下
痢
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
間
、
滞
在
先
の
ベ
ル
リ
ン
で
青
木
周
蔵
駐
独
公
使
が
紹
介
し
た
内
科
医
「
レ
ン
ス
エ
ル
」
に
精
密
な
診
察
を
受
け
、
山
県
は
「
慢
性
胃
弱
症
」
と
の
診
断
を
下
さ
れ
た
と
い
う
（
同
上
、
二
七
四
—
二
七
六
頁
。
な
お
、
明
治
二
九
年
六
月
一
二
日
付
山
県
宛
青
木
書
翰
に
よ
れ
ば
、
内
科
医
の
名
前
は
「
レ
ン
ベ
ル
ス
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
尚
友
倶
楽
部
山
県
有
朋
関
係
文
書
編
纂
委
員
会
編
『
尚
友
叢
書
13
—
1
山
県
有
朋
関
係
文
書
』〈
尚
友
倶
楽
部
、
二
○
○
四
年
〉
四
—
五
頁
。
同
書
翰
に
よ
れ
ば
、
山
県
の
体
調
不
良
を
心
配
し
た
青
木
は
「
世
諺
に
も
『
一
命
は
物
種
』
と
申
に
あ
ら
ず
や
。
［
中
略
］
厳
重
に
治
療
せ
さ
れ
は
種
々
副
症
を
誘
起
し
、
腸
胃
終
に
衰
弱
す
る
は
照
乎
予
知
す
べ
し
」
と
盛
ん
に
山
県
を
気
遣
い
、
ド
イ
ツ
で
の
「
治
療
」「
保
養
」
を
強
く
勧
め
た
）。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
山
県
が
頑
健
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
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れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
二
七
二
番
書
翰
（
同
七
月
五
日
付
）
に
は
興
味
深
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
山
県
が
別
荘
小
淘
庵
の
あ
る
大
磯
で
「
海
水
浴
」
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
の
「
海
水
浴
」
は
無
論
、
単
な
る
遊
興
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
。「
加
養
」、
即
ち
、
胃
腸
の
虚
弱
な
体
質
で
あ
る
山
県
の
健
康
維
持
・
促
進
の
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
健
康
の
維
持
・
促
進
に
関
わ
る
海
水
浴
の
効
用
・
提
唱
に
つ
い
て
は
、
松
本
順
（
明
治
四
年
兵
部
省
病
院
御
用
掛
任
命
以
後
、
同
一
九
年
非
職
と
な
る
ま
で
の
間
、
陸
軍
軍
医
総
監
・
同
本
病
院
長
・
同
軍
医
本
部
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
秦
郁
彦
編
『
日
本
陸
海
軍
総
合
辞
典
』〈
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
〉
一
五
○
頁
、「
松
本
順
」
の
項
）
が
良
く
知
ら
れ
て
い
る
（
畔
柳
昭
雄
『
海
水
浴
と
日
本
人
』〈
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
〇
年
〉
六
五
—
八
三
頁
。
な
お
、
同
書
は
松
本
に
先
立
っ
て
長
与
専
斎
が
海
水
浴
の
効
能
を
説
い
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
同
書
、
五
三
—
六
五
頁
）。
松
本
は
、
海
水
浴
の
効
用
を
幕
末
に
洋
書
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
書
物
に
よ
り
知
り
、
明
治
一
八
年
に
大
磯
海
水
浴
場
を
開
き
（
佐
川
和
裕
「
大
磯
の
蘭
疇
—
松
本
順
と
大
磯
海
水
浴
場
」〈『
大
磯
町
郷
土
資
料
館
だ
よ
り
』
第
二
八
号
、
二
○
○
七
年
一
一
月
〉。
山
口
由
紀
子
「
大
磯
と
ブ
レ
イ
ト
ン
第
一
章
」、
曽
根
田
貴
子
、
同
第
二
章
〈
同
上
第
二
九
号
、
二
○
○
九
年
一
月
〉）、
次
い
で
翌
一
九
年
に
は
『
海
水
浴
法
概
説
全
』（
松
本
順
口
授
・
二
神
寛
治
筆
記
、
杏
陰
書
屋
蔵
版
）
を
発
刊
し
た
。
松
本
に
よ
れ
ば
（
以
下
、
前
掲
『
海
水
浴
法
概
説
全
』
に
よ
る
）、
海
水
浴
の
効
用
と
は
、
総
論
と
し
て
「
疾
病
を
治
す
る
而
已
に
非
す
し
て
健
康
の
人
体
を
も
更
ら
に
益
々
健
康
な
ら
し
む
る
［
中
略
］
皮
膚
の
知
覚
神
経
を
鼓
舞
し
血
管
系
統
の
弾
力
を
亢
進
し
［
中
略
］
筋
肉
の
力
を
働
か
し
む
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
七
項
目
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
胃
腸
に
関
わ
る
効
果
と
し
て
、「
第
六
　
消
化
機
能
を
鼓
舞
整
理
せ
し
む
。
胃
弱
又
た
慢
性
胃
加
答
児
に
起
因
せ
る
食
気
不
振
・
消
化
不
良
・
呑
酸
囃
・
食
後
の
停
滞
・
常
習
便
秘
及
ひ
胃
痛
等
の
宿
痾
あ
る
も
の
皆
な
之
に
応
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
か
に
も
山
県
に
ふ
さ
わ
し
い
効
用
・
効
果
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
海
水
浴
の
方
法
と
し
て
「
増
潮
の
初
時
」
に
「
一
浴
の
間
三
十
分
許
」、
「
十
二
時
間
に
二
回
浴
」
か
ら
「
漸
次
其
数
を
増
し
尚
ほ
多
き
を
以
て
好
し
と
す
」
と
し
、「
海
水
に
浴
す
る
に
久
し
く
し
て
腹
部
透
冷
甚
た
不
快
」
に
な
っ
た
ら
「
水
瀕
の
熱
砂
上
に
俛
臥
し
」「
胸
腹
を
温
む
る
に
温
暖
の
気
快
然
と
し
て
云
ふ
可
か
ら
す
」
な
ど
の
例
を
示
し
た
。
松
本
の
説
く
海
水
浴
の
効
用
・
効
果
・
方
法
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
今
日
の
医
学
的
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
問
題
な
し
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
草
創
期
陸
軍
の
貢
献
者
同
士
で
あ
り
、
当
時
の
最
先
端
の
科
学
の
成
果
と
し
て
松
本
の
教
え
を
山
県
が
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。「
慢
性
胃
弱
症
」
に
悩
む
山
県
が
大
磯
の
海
岸
で
、
恐
ら
く
お
付
き
の
人
々
と
共
に
、
人
目
を
忍
び
つ
つ
、
真
剣
な
面
持
ち
で
海
水
浴
と
甲
羅
干
し
を
繰
り
返
し
行
う
様
子
を
想
像
す
る
と
多
く
の
人
は
微
笑
・
苦
笑
を
催
す
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
も
明
治
・
大
正
期
の
最
高
権
力
者
の
一
面
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
国
家
の
最
高
権
力
者
と
し
て
泳
ぐ
姿
を
人
々
の
目
あ
る
い
は
メ
デ
ィ
ア
に
晒
し
、
心
身
の
健
康
を
誇
示
す
る
と
い
う
手
法
な
ら
ば
、
他
国
の
歴
史
に
そ
の
例
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
）。
ち
な
み
に
、
既
出
の
明
治
二
四
年
六
月
二
六
日
付
田
中
宛
山
県
書
翰
（
本
誌
第
五
八
号
「
田
中
文
書
（
七
）」
所
収
第
一
七
三
番
書
翰
）
は
、
第
一
議
会
で
明
治
二
四
年
度
予
算
案
か
ら
約
六
三
○
万
円
を
減
じ
た
修
正
案
が
可
決
さ
れ
、
そ
の
影
響
を
受
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
十
）
四
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け
て
官
吏
の
減
員
・
減
俸
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
同
年
夏
の
行
楽
期
間
を
大
磯
海
岸
で
過
ご
す
官
吏
が
減
っ
た
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。こ
の
減
額
措
置
が
、周
知
の
通
り
、
山
県
首
相
と
自
由
党
土
佐
派
な
ど
衆
議
院
多
数
派
と
の
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
土
佐
派
の
裏
切
り
は
、
夏
の
休
暇
を
利
用
し
て
健
康
の
維
持
・
促
進
に
寄
与
す
る
海
水
浴
へ
と
向
か
う
官
吏
家
族
の
足
を
大
磯
海
岸
か
ら
遠
ざ
け
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
横
目
に
、
山
県
は
悠
然
と
海
水
浴
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
山
県
が
い
わ
ゆ
る
仕
事
人
間
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
第
二
八
一
番
書
翰
（
明
治
三
○
年
一
二
月
二
七
日
付
）
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。「
為
国
家
々
々
と
猶
今
日
即
ち
明
治
三
十
年
十
二
月
迄
も
暗
々
裡
に
奔
走
し
又
は
旅
行
を
止
め
今
日
は
終
日
贅
物
同
様
罷
在
候
」
と
皮
肉
を
込
め
て
、
自
ら
の
猛
烈
な
働
き
ぶ
り
と
疲
労
感
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
書
翰
は
、
第
二
次
松
方
正
義
内
閣
（
い
わ
ゆ
る
松
隈
内
閣
）
の
崩
壊
の
の
ち
第
三
次
伊
藤
博
文
内
閣
発
足
の
目
途
が
立
っ
た
頃
の
も
の
で
あ
る
。
年
末
を
迎
え
よ
う
や
く
一
段
落
つ
き
、
田
中
、
野
村
靖
、
芳
川
顕
正
（
号
、
越
山
）
ら
い
わ
ゆ
る
山
県
系
官
僚
・
政
治
家
の
幹
部
級
と
久
し
ぶ
り
に
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を
持
と
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
山
県
が
健
康
維
持
に
常
々
留
意
し
て
い
た
こ
と
を
、後
述
の
娘
婿
船
越
光
之
丞
は
、
築
庭
も
長
寿
の
源
で
あ
る
と
山
県
が
語
っ
て
い
た
こ
と
、
歯
が
弱
い
た
め
に
柔
ら
か
く
料
理
し
た
も
の
（「
鳥
の
摺
餌
の
や
う
な
も
の
」）
を
食
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
書
き
残
し
て
い
る
（
前
掲
『
山
県
公
の
お
も
か
げ
附
追
憶
百
話
』
二
四
○
頁
）。
と
も
あ
れ
、
山
県
の
こ
う
し
た
胃
弱
体
質
と
作
歌
な
ど
の
趣
味
に
み
せ
る
繊
細
な
美
的
セ
ン
ス
（
本
誌
第
五
六
号
「
田
中
文
書
（
五
）」）
と
は
何
ら
か
の
関
係
を
有
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
第
二
七
五
番
書
翰
（
明
治
二
八
年
六
月
一
九
日
付
）
は
、『
懐
旧
記
事
』
の
東
行
、
す
な
わ
ち
高
杉
晋
作
に
関
す
る
記
事
を
田
中
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
訂
正
す
る
こ
と
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
文
久
三
年
三
月
長
州
藩
の
も
っ
と
も
尖
鋭
な
尊
攘
激
派
の
一
人
で
あ
っ
た
高
杉
が
、
藩
命
に
よ
り
京
都
か
ら
帰
国
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
高
杉
の
同
行
者
は
藩
か
ら
帰
国
費
用
を
受
け
取
っ
た
堀
真
五
郎
で
あ
っ
た
。
当
時
、
高
杉
は
京
都
に
あ
っ
て
飲
酒
の
上
市
街
を
横
行
し
傍
若
無
人
、
狂
人
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
た
と
い
う
（
一
坂
太
郎
『
高
杉
晋
作
』〈
文
藝
春
秋
社
、
二
○
○
二
年
〉
一
二
三
頁
）。
山
県
は
、
田
中
の
情
報
提
供
に
よ
り
高
杉
の
正
確
な
帰
国
年
月
を
知
り
得
た
の
で
あ
る
。山
県
に
よ
れ
ば
、
高
杉
の
父
親
や
妻
で
す
ら
誤
っ
た
記
憶
を
伝
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
書
翰
は
日
清
戦
争
後
の
ひ
と
と
き
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
幕
末
期
の
正
確
な
史
実
編
纂
に
か
け
る
山
県
の
熱
意
が
改
め
て
窺
わ
れ
る
。
こ
の
年
、
山
県
は
満
年
齢
で
五
七
歳
に
な
る
。
『
懐
旧
記
事
』
に
か
け
る
山
県
の
熱
意
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
掲
「
田
中
文
書
（
七
）」
に
記
し
た
。
ち
な
み
に
、「
田
中
文
書
（
八
）」
所
収
第
二
一
七
番
書
翰
（
明
治
二
四
年
三
月
一
七
日
付
）は
、第
一
議
会
の
会
期
末
か
ら
の
風
邪
の
療
養
期
間
中
、
山
県
が
維
新
以
来
の
諸
家
書
翰
の
整
理
作
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
俗
に
転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
山
県
は
た
と
え
病
気
療
養
中
で
も
史
料
整
理
と
正
確
な
史
実
追
求
の
作
業
を
行
い
、
成
果
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
二
八
四
番
書
翰
（
明
治
二
九
年
四
月
三
日
付
）、
二
八
五
番
書
翰
（
同
四
月
二
日
付
）、
二
八
六
番
書
翰
（
同
三
月
二
九
日
付
）
の
三
通
は
、
い
ず
れ
も
山
県
の
露
国
出
張
（
露
国
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
戴
冠
式
に
出
席
す
る
伏
見
宮
貞
愛
親
王
に
随
行
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す
る
と
共
に
、朝
鮮
問
題
解
決
な
ど
を
め
ぐ
る
日
露
間
の
協
定
締
結
を
目
的
と
す
る
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
（
本
誌
第
六
○
号
「
田
中
文
書
（
九
）」）。
山
県
の
行
程
を
辿
る
と
、
明
治
二
九
年
三
月
一
五
日
横
浜
解
纜
、
同
二
八
日
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
着
、
仏
国
を
経
て
五
月
露
国
に
入
る
。
そ
し
て
、
同
月
二
六
日
モ
ス
ク
ワ
で
の
戴
冠
式
に
列
席
、
翌
六
月
九
日
に
い
わ
ゆ
る
山
県
・
ロ
バ
ノ
フ
協
定
に
調
印
、
そ
の
後
ベ
ル
リ
ン
・
マ
ル
セ
イ
ユ
・
香
港
・
上
海
を
経
て
帰
国
の
途
に
就
き
、
七
月
二
八
日
東
京
に
帰
着
し
た
。
今
回
収
載
し
た
三
通
の
書
翰
は
、
山
県
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
思
い
が
け
な
い
慶
事
に
遭
遇
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
』
下
巻
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
慶
事
と
は
、
外
交
官
船
越
光
之
丞
（
父
は
船
越
衛
、
代
表
的
な
山
県
系
内
務
官
僚
の
一
人
）
に
嫁
し
た
一
人
娘
の
松
子
が
同
地
に
駐
在
す
る
夫
と
共
に
山
県
を
出
迎
え
、
且
つ
妊
娠
し
た
こ
と
を
告
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
山
県
に
と
っ
て
は
初
孫
（
の
ち
の
船
越
光
輔
）
に
な
る
。
帰
国
し
て
出
産
す
る
こ
と
を
勧
め
る
父
に
対
し
て
娘
は
気
丈
に
も
異
国
の
地
で
出
産
す
る
「
決
意
」
を
告
げ
た
。
父
た
る
山
県
は
心
配
す
る
気
持
ち
を
率
直
に
田
中
に
伝
え
た
も
の
の
、
娘
の
「
決
意
」
を
受
け
入
れ
、
夫
が
こ
の
ま
ま
同
地
に
継
続
し
て
駐
在
出
来
る
よ
う
外
務
省
に
周
旋
し
て
も
ら
い
た
い
と
田
中
に
依
頼
し
た
。
ま
た
、
娘
夫
婦
が
寄
宿
す
る
米
国
人
「
リ
チ
ヤ
ル
ト
ソ
ン
」
の
家
に
赴
き
、
夫
婦
の
部
屋
を
点
検
し
、
主
人
と
「
産
婆
」
や
「
将
来
之
事
」
を
「
委
詳
相
談
し
依
頼
」
し
た
。
と
り
わ
け
「
産
婆
」
に
つ
い
て
は
「
最
巧
者
な
る
者
」
を
頼
む
と
依
頼
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
娘
の
妊
娠
を
知
り
、
孫
の
誕
生
を
夢
見
て
「
大
に
歓
喜
」
す
る
一
方
、「
杞
憂
之
念
」
も
起
こ
す
山
県
の
様
子
か
ら
は
、
政
官
界
に
大
き
な
力
を
揮
う
権
力
者
山
県
の
剛
直
な
姿
と
は
全
く
異
な
る
人
間
味
溢
れ
る
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
松
子
は
、同
年
一
一
月
一
五
日
に
無
事
男
児（
光
輔
）を
出
産
し
た
。そ
の
直
後
、
田
中
は
山
県
に
祝
詞
を
述
べ
た
書
翰
を
発
し
て
い
る
（
明
治
二
九
年
一
一
月
一
八
日
付
山
県
宛
田
中
書
翰
、
前
掲
『
尚
友
叢
書
13
—
2
山
県
有
朋
関
係
文
書
』〈
尚
友
倶
楽
部
、
二
○
○
六
年
〉
三
三
八
頁
）。
結
局
、
松
子
は
三
人
の
こ
ど
も
に
恵
ま
れ
（
い
ず
れ
も
男
子
）、
そ
の
三
男
三
郎
は
山
県
の
養
嗣
子
で
あ
る
伊
三
郎
（
山
県
の
姉
寿
子
の
次
男
。
明
治
・
大
正
期
の
官
僚
・
政
治
家
）
の
養
子
と
な
り
（
但
し
、
嗣
子
で
は
な
い
）、
山
県
有
光
（
昭
和
戦
前
・
戦
中
期
の
陸
軍
軍
人
）
と
な
っ
た
（
霞
会
館
華
族
家
系
大
成
編
輯
委
員
会
編
『
平
成
新
修
華
族
家
系
大
成
』
下
巻
〈
霞
会
館
、
一
九
九
六
年
〉
四
五
九
頁
）。
船
越
光
之
丞
の
追
想
に
よ
れ
ば
、
晩
年
の
山
県
の
孫
に
対
す
る
愛
情
は
「
可
愛
い
い
か
ら
と
言
つ
て
そ
の
頭
を
撫
で
て
満
足
す
る
や
う
な
種
類
の
愛
で
は
な
か
つ
た
」
と
い
う
。
病
気
の
山
県
を
孫
が
見
舞
う
と
、「
さ
う
々
吾
輩
の
と
こ
ろ
に
来
な
く
て
も
よ
い
、［
中
略
］
そ
れ
よ
り
は
、
勉
強
し
て
よ
い
人
間
に
な
れ
と
い
ふ
」
よ
う
な
愛
で
あ
っ
た
と
い
う
（
前
掲
『
山
県
公
の
お
も
か
げ
附
追
憶
百
話
』
二
三
七
—
二
三
八
頁
）。
二
九
九
番
書
翰
（
大
正
三
年
五
月
一
四
日
付
）
は
、
皇
太
后
、
す
な
わ
ち
昭
憲
皇
太
后
の
崩
御
（
大
正
三
年
四
月
一
一
日
、
大
喪
五
月
二
四
日
）
を
報
じ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
憲
皇
太
后
に
つ
い
て
は
本
誌
第
五
七
号
「
田
中
文
書
（
六
）」
で
言
及
し
た
。
「
春
来
之
政
変
」
と
は
、
同
年
一
月
に
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
が
議
会
内
外
で
問
題
と
な
り
第
一
次
山
本
権
兵
衛
内
閣
（
大
正
二
年
二
月
発
足
）
が
引
責
総
辞
職
し
た
こ
と
、
次
い
で
首
班
候
補
と
さ
れ
た
清
浦
奎
吾
が
海
相
候
補
の
加
藤
友
三
郎
を
得
る
こ
と
が
出
来
ず
組
閣
辞
退
に
立
ち
至
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
四
月
に
満
七
六
歳
の
大
隈
重
信
に
組
閣
の
大
命
が
降
下
し
、
よ
う
や
く
第
二
次
大
隈
内
閣
の
発
足
に
漕
ぎ
着
け
た
こ
と
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
十
）
四
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な
ど
を
指
し
て
い
る
。
清
浦
は
、
元
老
山
県
の
強
い
意
向
を
受
け
て
貴
族
院
を
中
心
と
し
て
組
閣
に
あ
た
っ
た
も
の
の
、
政
友
会
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
ら
に
そ
れ
を
問
題
視
し
た
海
軍
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
組
閣
辞
退
に
立
ち
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
井
上
光
貞
他
編
『
日
本
歴
史
大
系
一
六
・
第
一
次
世
界
大
戦
と
政
党
内
閣
』〈
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
〉
一
七
—
二
四
頁
〈
季
武
嘉
也
稿
〉）。
山
県
の
切
歯
扼
腕
が
思
い
や
ら
れ
る
。
次
い
で
、
も
う
一
人
の
元
老
井
上
馨
の
周
旋
を
得
て
、
こ
こ
に
大
隈
の
登
場
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
山
県
は
「
目
下
之
情
勢
必
し
も
安
神
不
得
致
」
と
、
新
内
閣
お
よ
び
政
界
の
情
勢
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
。
さ
て
、
前
掲
第
五
八
号
所
載
の
「
田
中
文
書
（
七
）」
で
言
及
し
た
藤
井
一
虎
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
補
足
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
関
係
史
料
で
あ
る
「
藤
井
一
虎
関
係
文
書
」
が
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
合
計
三
一
通
の
山
県
有
朋
書
翰
が
含
ま
れ
て
い
る
。
藤
井
は
、
山
県
と
は
幕
末
に
お
け
る
奇
兵
隊
、
そ
し
て
維
新
以
後
の
陸
軍
に
お
け
る
長
い
関
係
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
山
県
の
信
頼
を
得
て
、
山
県
家
の
財
産
管
理
に
与
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
後
に
、今
回
も
史
料
翻
刻
に
際
し
て
の
凡
例
は
前
回
ま
で
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
翻
刻
さ
れ
た
史
料
の
正
確
性
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
目
を
通
し
た
長
井
が
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
書
き
添
え
て
置
く
。
山
県
有
朋
書
翰
（
そ
の
九
）
［
註
］右
タ
イ
ト
ル
の
番
号
表
記
に
つ
い
て
、
誤
り
が
あ
り
こ
こ
に
訂
正
す
る
。
本
誌
第
五
五
号
に
お
い
て
「
山
県
有
朋
書
翰
（
そ
の
四
）」
と
記
し
た
が
、
こ
れ
は
正
し
く
は
「
山
県
有
朋
書
翰（
そ
の
三
）」で
あ
っ
た
。以
下
、順
次
数
字
が
一
つ
ず
つ
若
く
な
る
。し
た
が
っ
て
、
今
回
は
（
そ
の
九
）
と
な
る
。
誤
り
に
つ
い
て
、
読
者
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
「
含
雪
公
手
簡
巻
四
十
七
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山
268
（
　
）（
　
）
年
１
月
７
日
御
手
透
に
候
は
ゝ
、
御
来
訪
被
下
間
布
や
申
上
試
候
。
草
々
頓
首
一
月
七
日
椿
山
荘
主
　
青
山
老
閣
座
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
老
台
、
内
啓
。
裏
、
〆
、
有
朋
。
山
269
（
　
）（
　
）
年
２
月
19
日
先
日
者
態
々
御
来
訪
被
成
下
、
高
話
拝
誦
本
懐
不
過
之
候
。
扨
は
昨
夜
来
数
回
風
気
一
変
し
、
肋
膜
炎
之
初
期
と
診
断
致
し
候
付
、
当
分
一
室
に
引
籠
居
申
候
。
勿
論
さ
し
た
る
事
に
は
無
之
、
御
懸
念
御
無
用
と
存
候
。
若
今
晩
御
閑
暇
に
候
は
ゝ
、
御
来
光
相
待
申
候
。
草
々
頓
首
二
月
十
九
日
芽
城
椿
山
荘
主
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青
山
芭
蕉
庵
主
座
下
［
封
筒
］
表
、
青
山
賢
兄
、
親
展
。
裏
、
緘
、
椿
山
荘
に
て
、
朋
。
山
270
明
治
（
　
）
年
５
月
16
日
今
朝
者
御
来
訪
被
成
下
忝
多
謝
。
其
節
御
話
仕
候
詩
人
小
集
之
儀
、
弥
来
る
二
十
日
午
後
三
時
比
よ
り
小
酌
相
催
度
に
付
、
五
大
家
え
老
兄
よ
り
御
通
報
被
成
下
候
様
所
願
候
。
秋
月
、
高
島
は
列
席
為
致
候
て
も
可
然
歟
と
存
候
。
孰
細
縷
期
拝
光
可
申
陳
。
草
々
不
尽
五
月
十
六
夜
芽
城
山
人
　
青
山
老
兄
尚
、
諾
否
之
処
速
に
承
り
申
度
と
存
候
。
再
白
［
封
筒
］
表
、
田
中
宮
中
顧
問
官
殿
、
親
展
急
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
271
（
　
）（
　
）
年
５
月
31
日
先
刻
罷
出
候
節
、
御
話
可
申
上
と
存
し
な
か
ら
失
念
致
候
一
事
は
、
出
之
節
御
願
致
候
鍵
御
譲
受
致
し
度
、
此
者
え
御
投
与
可
被
下
候
。
草
々
不
一
五
月
三
十
一
日
椿
山
荘
主
　
青
山
老
兄
［
封
筒
］
表
、
田
中
老
台
、
親
展
急
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
272
明
治
（
　
）
年
７
月
５
日
別
後
御
壮
健
敬
賀
。
生
当
地
到
着
後
者
海
水
浴
に
て
加
養
罷
在
候
。
幸
に
御
放
懐
可
被
下
候
。
扨
、
機
密
談
之
一
事
に
付
、
両
日
生
之
談
判
を
委
曲
相
認
、
世
外
に
送
付
致
置
申
候
。
大
概
相
破
可
申
見
込
に
有
之
候
。
世
外
帰
京
春
畝
と
の
談
論
に
て
打
破
致
候
得
は
、
そ
り
や
山
県
が
と
の
一
言
は
幸
に
免
れ
申
候
。
乍
去
同
伯
の
意
見
は
更
に
相
分
ら
さ
れ
と
も
、
此
泰
平
無
事
に
危
嶮
は
跋
渉
致
し
申
間
布
と
察
申
候
。
何
歟
他
よ
り
事
情
談
之
新
聞
も
候
は
ゝ
御
内
報
可
被
下
候
。
余
事
後
鴻
に
譲
。
草
々
不
尽
七
月
五
日
小
淘
庵
主
　
芭
蕉
庵
主
人
座
下
尚
、
御
一
読
後
御
火
中
可
被
下
候
。
［
封
筒
］
表
、
東
京
関
口
町
マ
マ
、
田
中
宮
中
顧
問
殿
、
親
展
。
裏
、
緘
、
大
磯
、
有
朋
。
山
273
（
　
）（
　
）
年
12
月
４
日
今
日
は
小
春
之
快
晴
と
相
成
候
へ
と
も
御
別
業
御
来
庵
無
之
趣
伝
承
、
御
多
事
察
申
候
。
老
生
も
非
常
之
繁
忙
な
れ
は
、
昨
夜
椿
山
荘
に
帰
り
、
今
日
は
静
養
罷
在
候
。
実
は
先
日
来
下
痢
に
て
、
殆
体
量
之
半
を
減
し
た
る
為
躰
、
御
一
咲
可
被
下
候
。
然
処
暫
時
間
御
対
談
致
度
儀
有
之
、
如
何
之
御
都
合
に
候
や
。
今
夜
に
て
も
鳥
渡
御
帰
庵
被
下
間
布
や
申
陳
試
候
。
為
其
草
々
不
尽
。
十
二
月
四
日
椿
山
荘
主
頓
首
　
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
十
）
四
七
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青
山
老
閣
座
下
［
封
筒
］
表
、
青
山
将
軍
幕
下
、
親
展
急
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
274
（
　
）（
　
）
年
12
月
20
日
日
を
追
ひ
快
方
に
赴
き
御
懸
念
被
下
間
布
候
。
扨
、
此
度
白
根
え
随
行
之
服
部
者
今
朝
出
発
帰
途
に
付ママ申
候
。
然
に
当
人
は
老
生
病
気
之
為
罷
越
候
者
に
付
、
多
少
気
を
付
不
申
候
而
は
不
相
成
事
と
察
候
へ
と
も
、
白
根
よ
り
談
合
之
事
頓
と
致
失
念
候
付
何
も
打
捨
置
申
候
間
、
乍
御
手
数
白
根
と
御
内
談
被
遂
相
応
之
報
酬
当
年
末
に
御
付
与
可
被
下
、
此
儀
は
公
然
之
御
取
計
被
下
間
布
、
岡
邨
等
も
承
知
不
致
様
御
取
計
所
願
候
。
為
其
草
急
如
此
。十
二
月
二
十
日
朝
有
朋
　
田
中
老
兄
［
封
筒
］
表
、
田
中
青
山
老
台
、
内
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
「
含
雪
公
手
簡
巻
四
十
八
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山
275
明
治
（
28
）
年
６
月
19
日
先
日
は
遠
方
御
来
光
被
下
候
処
、
老
生
誕
辰
日
に
遭
遇
し
、
別
而
難
有
鳴
謝
之
至
に
候
。
扨
、
其
節
相
願
置
候
故
、
東
行
京
師
よ
り
帰
国
之
年
月
等
次
第
を
立
、
逐
一
御
取
調
被
下
忝
拝
承
仕
候
。
依
而
懐
旧
記
事
は
早
速
相
改
め
申
候
。
其
節
之
同
行
は
堀
真
五
郎
な
り
し
事
も
明
瞭
い
た
し
候
。
さ
す
れ
ば
老
生
之
同
行
者
、
子
之
年
馬
関
よ
り
三
田
尻
を
経
、
萩
行
之
節
と
被
察
候
。
三
十
年
前
之
物
語
り
者
、
年
月
等
に
到
り
て
は
記
臆ママ之
期
満
免
除
と
相
成
た
る
事
耳
に
て
、
兎
角
間
違
ひ
を
生
し
易
き
事
と
察
申
候
。
東
行
父
妻
之
記
臆ママす
ら
誤
り
を
伝
ひ
し
に
は
驚
き
申
候
。
余
事
後
鴻
に
譲
。
時
下
冷
熱
不
順
御
自
重
千
金
。
六
月
十
九
日
朝
大
磯
に
て
小
淘
庵
主
　
芭
蕉
庵
青
山
主
人
座
下
猶
、
明
日
参
朝
可
致
様
と
の
事
な
れ
と
も
、
土
方
大
臣
よ
り
老
閣
に
代
理
を
以
取
計
ひ
可
申
と
申
来
候
付
、
甚
御
面
倒
に
候
得
と
も
如
例
御
計
被
下
度
相
願
候
。
御
取
下
之
上
は
服
部
御
呼
寄
三
井
え
持
参
候
様
御
下
命
可
被
下
、
暫
時
落
手
証
御
取
付
置
可
被
下
願
上
候
。
草
々
再
白
［
封
筒
］
表
、
東
京
小
石
川
区
関
口
台
町
、
田
中
宮
中
顧
問
宮
殿
、
親
展
急
啓
、
書
留
参
五
〇
。
裏
、
緘
、
相
州
大
磯
、
山
県
有
朋
。
年
代
ス
タ
ン
プ
。
山
276
（
　
）（
　
）
年
２
月
22
日
今
夕
は
御
来
訪
被
下
候
由
外
出
中
失
敬
仕
候
。
扨
、
被
仰
聞
候
儀
拝
承
。
総
而
之
事
可
然
御
配
慮
被
下
忝
深
謝
之
至
に
候
。
来
月
二
日
之
事
は
明
日
迄
御
取
極
め
御
猶
予
願
ひ
上
候
。
余
事
拝
光
万
譲
。
草
々
頓
首二
月
二
十
二
日
有
朋
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青
山
老
兄
［
封
筒
］
表
、
田
中
老
閣
、
内
啓
復
、
有
朋
。
裏
、
緘
。
山
277
（
　
）（
　
）
年
８
月
１
日
只
今
帰
宅
拝
読
。
昨
夕
内
話
仕
候
様
申
遣
し
置
候
。
乍
併
三
日
、
四
日
は
彼
方
に
差
支
り
有
之
様
子
に
付
、
猶
取
留
候
て
御
相
談
可
仕
候
。
草
々
復
八
月
一
日
有
朋
　
青
山
老
兄
［
封
筒
］
表
、
田
中
青
山
老
兄
、
拝
答
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
278
（
　
）（
　
）
年
11
月
24
日
今
朝
来
罷
出
御
談
可
致
と
存
候
処
来
客
引
続
候
に
付
、
若
御
手
誘ママも
候
は
ゝ
鳥
渡
御
来
訪
被
下
間
布
や
申
上
試
候
。
草
々
頓
首
十
一
月
二
十
四
日
椿
山
荘
主
　
青
山
老
閣
［
封
筒
］
表
、
田
中
老
兄
、
内
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
279
（
　
）（
　
）
年
12
月
28
日
過
刻
宮
相
来
訪
。
面
談
後
直
に
貴
邸
訪
問
相
成
候
付
、
昨
日
来
之
事
情
は
此
に
不
贅
候
。
別
簡
清
浦
よ
り
只
今
接
手
。
即
供
清
覧
候
。
汽
車
中
春
畝
之
談
話
は
如
何
な
る
人
よ
り
漏
た
る
や
甚
残
懐
に
存
候
。
余
事
期
面
晤
。
草
々
不
尽
十
二
月
二
十
八
日
椿
山
荘
主
　
青
山
芭
蕉
庵
主
人
座
下
猶
、
別
翰
は
御
一
読
後
、
此
者
え
御
返
却
を
願
。
［
封
筒
］
表
、
田
中
将
軍
幕
下
、
内
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
280
（
　
）（
　
）
年
12
月
20
日
年
内
余
日
無
之
御
繁
忙
不
堪
想
察
候
。
扨
、
今
日
十
字
出
頭
候
様
爵
位
局
よ
り
昨
夜
申
来
候
処
、
如
何
之
御
用
向
に
有
之
候
哉
。
御
承
知
に
も
候
は
ゝ
御
漏
し
可
被
下
、
且
又
為
差
事
柄
に
も
無
之
候
は
ゝ
何
と
歟
御
取
計
被
下
間
布
や
。
実
は
少
々
午
前
に
は
差
支
り
居
申
候
。
乍
併
自
然
朝
廷
向
え
対
し
敬
礼
を
失
し
候
様
な
る
御
用
筋
に
候
へ
は
、
勿
論
出
頭
之
覚
悟
に
候
。
是
亦
御
含
可
被
下
候
。
為
其
草
々
頓
首
。
十
二
月
二
十
日
早
天
椿
山
荘
主
　
青
山
老
台
［
封
筒
］
表
、
田
中
老
台
、
親
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山281
明
治
30
年
12
月
27
日
拝
読
。
好
都
合
に
相
運
ひ
為
国
家
敬
賀
と
先
以
悦
し
申
候
。
今
夜
若
御
閑
暇
に
候
は
ゝ
御
出
被
下
間
布
や
。
野
村
を
呼
ひ
置
申
候
処
、
又
芳
川
よ
り
只
今
来
訪
致
し
さ
し
支
り
無
之
哉
と
申
来
候
付
、
何
も
さ
し
支
り
な
し
と
答
申
候
。
旁
鳥
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
十
）
四
九
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渡
御
出
被
下
候
は
ゝ
仕
合
申
候
。
草
々
十
二
月
二
十
七
夜
椿
山
荘
主
朋
頓
首
　
青
山
老
兄
為
国
家
々
々
と
猶
今
日
即
ち
明
治
三
十
年
十
二
月
迄
も
暗
々
裡
に
奔
走
し
又
は
旅
行
を
止
め
今
日
は
終
日
贅
物
同
様
罷
在
候
段
、
御
一
笑
々
々
。
［
封
筒
］
表
、
青
山
老
兄
、
内
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
「
含
雪
公
手
簡
巻
四
十
九
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山
282
明
治
（
　
）
年
11
月
２
日
霜
楓
黄
菊
之
候
倍
御
賢
勝
欣
然
之
至
に
候
。
扨
、
小
石
川
区
奘
兵
義
会
え
義
捐
金
之
事
は
如
貴
諭
百
円
奮
発
可
致
、
可
然
御
取
計
可
被
下
候
。
又
岡
沢
之
事
は
致
承
知
候
。
孰
当
年
末
に
立
到
候
は
ゝ
、
好
時
機
相
生
し
可
申
と
察
候
。
佐
野
之
事
は
御
失
念
無
之
様
相
願
候
。
此
程
清
岡
来
訪
、
御
伝
音
多
謝
。
秋
晴
に
乗
し
松
青
楓
紅
を
訪
ひ
、
井
泉
之
間
に
逍
遥
す
る
に
は
第
一
之
佳
期
な
れ
は
、
暫
時
に
て
も
御
来
游
御
試
み
相
成
て
は
如
何
や
。
実
に
紅
蕉
堆
裏
に
彷
徨
す
る
の
情
態
、
御
気
之
毒
之
至
に
候
。
余
事
後
鴻
。
草
々
頓
首
十
一
月
二
日
京
都
南
禅
寺
畔
無
隣
庵
主
朋
　
青
山
田
中
老
閣
座
下
［
封
筒
］
表
、
東
京
小
石
川
区
関
口
台
町
、
田
中
宮
内
次
官
殿
、
親
展
復
。
裏
、
緘
、
京
都
南
禅
寺
前
、
山
県
朋
。
山
283
明
治
（
　
）
年
６
月
29
日
今
朝
貴
章
敬
読
。
小
石
川
家
之
事
御
気
を
被
付
忝
多
謝
。
実
は
先
日
取
締
向
之
事
に
付
、
益
田
え
面
会
、
縷
々
事
情
相
談
し
及
依
頼
置
候
処
、
其
後
近
辺
之
者
に
是
迄
談
合
致
し
居
候
茶
湯
師
有
之
旁
其
者
に
総
而
頼
談
致
し
、
貴
兄
及
ひ
老
生
に
心
配
は
為
致
申
間
布
と
の
事
申
来
候
へ
と
も
決
定
之
儀
不
申
越
候
故
、
今
朝
切
迫
之
事
情
申
遣
し
置
候
。
孰
近
日
世
話
人
取
極
め
回
答
可
有
之
事
と
察
申
候
。
余
は
拝
青
可
申
上
候
へ
共
不
取
敢
概
要
貴
答
仕
候
。
草
々
頓
首
六
月
二
十
九
日
　
椿
山
荘
主
　
青
山
将
軍
幕
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
学
習
院
長
殿
、
親
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
「
含
雪
公
手
簡
巻
五
十
宮
内
次
官
時
代
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山284
明
治
（
29
）
年
４
月
３
日
前
翰
相
認
候
後
種
々
談
合
候
処
、
松
子
当
港
分
娩
之
事
に
決
意
候
上
は
、
光
之
允ママ儀
他
に
転
勤
之
事
突
然
命
令
有
之
候
て
は
、
実
に
困
難
至
極
に
立
到
候
。
就
而
は
来
春
迄
は
此
侭
当
地
在
勤
之
都
合
に
致
し
置
候
様
原
外
務
次
官
え
御
面
会
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之
上
御
談
し
被
成
下
度
所
祈
候
。
西
園
寺
、
陸
奥
等
え
は
御
面
会
之
節
に
て
別
段
さ
し
急
候
事
に
は
無
之
候
得
と
も
、
御
一
言
是
亦
相
願
候
。
為
其
草
々
頓
首
。
四
月
三
日
有
朋
　
青
山
老
兄
［
封
筒
］
表
、
田
中
宮
内
次
官
殿
、
必
親
展
内
啓
。
裏
、
緘
、
桑
港
に
於
て
、
山
県
有
朋
。
［
註
］
山
284
番
書
翰
は
、
次
の
山
285
番
書
翰
に
同
封
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
山
285
明
治
29
年
４
月
２
日
弥
御
清
福
万
賀
。
爾
後
、
当
港
暫
時
滞
留
。
老
生
病
余
を
摂
養
し
来
る
五
日
比
よ
り
出
、
紐
育
に
向
ひ
可
申
心
組
に
有
之
候
。
当
地
に
て
も
商
法
会
議
所
其
他
よ
り
招
請
に
預
り
、
御
世
事
に
も
不
罷
越
て
は
不
都
合
に
付
随
分
困
難
之
事
情
不
少
候
。
于
時
先
便
を
以
概
要
及
開
陳
置
候
松
子
懐
胎
之
事
に
付
、
其
後
篤
と
当
人
と
も
談
合
相
試
み
、
帰
朝
致
し
候
方
都
合
可
然
と
申
聞
候
へ
と
も
、
当
地
に
て
分
娩
可
致
と
の
決
意
に
付
、
強
而
相
勧
め
候
訳
に
も
参
り
兼
、
其
意
に
任
せ
置
申
候
。
目
下
寄
宿
致
し
居
候
リ
チ
ヤ
ル
ト
ソ
ン
と
申
者
は
、
領
事
館
雇
に
て
日
々
領
事
館
に
出
務
致
し
、
且
夫
婦
と
も
最
好
人
物
之
由
、
領
事
始
め
孰
も
好
評
を
致
し
候
事
に
付
、
十
分
懇
切
に
世
話
致
し
居
候
。
老
生
も
四
五
日
前
リ
チ
ヤ
ル
ト
ソ
ン
方
に
罷
越
、
船
越
夫
婦
之
部
屋
を
も
一
見
致
し
、
将
来
之
事
も
委
詳
相
談
し
及
依
頼
置
候
。
産
婆
な
と
の
話
し
も
有
之
。
日
本
人
を
雇
ひ
さ
し
遣
し
可
申
哉
な
と
申
事
な
れ
と
も
、
当
人
は
米
人
に
て
可
然
と
の
事
故
、
最
巧
者
な
る
者
に
依
頼
い
た
し
可
申
と
取
極
め
置
候
。
右
之
事
情
に
付
、
親
族
及
ひ
藤
井
、
印
藤
其
外
え
篤
と
御
申
談
し
之
上
、
安
神
致
し
候
様
御
含
せ
可
被
下
候
。
扨
、
新
聞
紙
上
に
て
は
、
欧
洲
之
状
勢
も
何
角
穏
な
ら
さ
る
哉
に
相
聞
東
洋
に
向
て
影
響
を
喚
起
せ
さ
る
事
耳
祈
申
候
。
落
旗
山
（
ロ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
）
も
近
年
珍
ら
し
き
降
雪
之
報
知
を
得
、
防
寒
之
準
備
致
し
進
行
之
心
組
に
候
。
先
は
要
事
耳
。
草
々
時
下
御
自
愛
専
祈
万
祷
之
至
に
不
堪
。
頓
首
明
治
二
十
九
年
四
月
二
日
於
桑
仏
蘭
斯
港
椿
山
荘
主
朋
　
青
山
田
中
老
兄
猶
、
越
山
、
泰ママ山
、
白
根
、
児
玉
、
船
越
諸
君
え
可
然
御
致
声
可
被
下
候
。
令
夫
人
え
御
致
意
所
願
候
。
如
例
望
嶽
え
も
よ
ろ
し
く
。
［
封
筒
］
表
、
宮
内
次
官
田
中
光
顕
殿
、
親
展
。
裏
、
緘
、
桑
仏
蘭
斯
港
に
於
て
、
山
県
有
朋
。
山
286
明
治
29
年
３
月
29
日
一
別
後
弥
御
清
勝
御
奉
職
遙
賀
不
啻
候
。
老
生
儀
、
横
浜
解
纜
後
風
浪
は
左
ま
て
之
事
も
無
之
候
へ
と
も
、
流
行
感
冒
之
余
波
何
と
な
く
脳
裡
を
圧
し
多
少
熱
発
も
有
之
旁
四
五
日
は
船
底
に
臥
蓐
し
療
養
致
候
処
、
追
々
快
方
に
赴
き
桑
港
到
着
比
は
本
腹ママに
立
到
、
且
着
港
も
予
想
之
外
に
早
着
致
し
、
実
に
好
都
合
之
至
に
候
。
何
も
御
放
懐
是
祈
候
。
扨
、
当
港
到
着
後
之
状
況
者
例
之
米
利
堅
流
儀
に
て
囃
立
ら
れ
候
哉
に
被
察
、
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
十
）
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是
亦
老
生
に
は
容
易
な
ら
さ
る
苦
境
に
陥
り
可
申
歟
と
心
配
不
少
候
。
去
と
て
当
港
之
感
情
を
破
り
候
様
な
る
事
出
来
候
て
は
、
将
来
之
我
政
略
に
も
関
係
可
致
と
推
考
し
、
一
意
勉
励
に
全
力
を
尽
し
候
外
無
之
と
決
定
罷
在
候
。
一
昨
夜
着
港
。
今
日
は
休
日
故
、
明
日
比
よ
り
応
接
頻
繁
に
相
成
可
申
察
申
候
。
出
船
後
、
朝
鮮
国
之
状
況
別
段
変
更
は
無
之
歟
、
又
欧
洲
各
国
之
状
況
変
態
は
生
し
不
申
哉
な
と
終
始
関
心
、
却
而
我
内
閣
并
に
議
会
之
情
勢
等
は
喚
起
致
し
不
申
御
推
察
可
被
下
候
。
当
港
着
以
来
、
船
越
夫
婦
は
巴
理
ホ
テ
ル
に
同
宿
致
し
、
朝
夕
心
添
に
預
り
大
に
安
心
致
し
候
。
未
た
当
地
出
発
之
事
も
相
定
め
不
申
、
孰
れ
一
周
日
位
は
滞
留
可
致
様
相
成
可
申
候
。
明
朝
横
浜
に
向
、
郵
船
発
港
と
の
事
伝
承
。
先
以
無
事
到
着
之
概
要
開
陳
仕
候
。
孰
れ
え
も
一
書
さ
し
出
し
不
申
、
伊
藤
、
井
上
其
他
諸
君
え
御
面
会
之
節
御
致
声
可
被
下
。
猶
、
る
す
是
上
な
か
ら
及
御
依
頼
候
。
時
下
御
自
重
千
金
。
三
月
二
十
九
日
夜
桑
港
に
於
て
椿
山
荘
主
朋
頓
首
　
青
山
田
中
老
台
座
下
猶
、
令
夫
人
え
御
致
意
可
被
下
候
。
于
時
当
港
到
着
直
に
承
候
へ
は
、
松
子
儀
懐
胎
致
し
候
由
。
当
月
二
ヶ
月
位
に
も
相
成
候
歟
に
被
察
候
。
光
之
允ママ之
申
所
に
て
は
、
此
侭
に
て
当
地
滞
留
為
致
可
申
と
申
談
し
内
決
致
し
候
趣
に
承
り
申
候
。
祥ママ細
之
儀
は
未
談
話
可
致
間
隙
無
之
故
承
り
候
侭
御
内
聞
に
入
候
。
御
序
船
越
に
御
面
会
候
は
ゝ
御
話
し
置
可
被
下
。
老
生
は
大
に
歓
喜
に
不
堪
も
、
亦
将
来
如
何
と
杞
憂
之
念
も
生
し
居
候
。
是
亦
御
咲
察
可
被
下
候
。
次
に
伊
三
郎
其
外
え
は
望
月
、
寺
崎
等
よ
り
老
生
到
着
之
事
申
遣
し
置
候
。
望
嶽
楼
え
一
書
遣
し
不
申
に
付
、
御
序
此
趣
御
申
聞
可
被
下
候
。
草
々
再
白
［
封
筒
］
表
、
田
中
宮
内
次
官
殿
、
親
展
急
啓
。
裏
、
緘
、
桑
仏
蘭
斯
港
に
て
、
山
県
有
朋
。
山
287
明
治
29
年
４
月
４
日
弥
明
五
日
当
港
出
発
。
紐
育
府
に
向
て
発
之
覚
悟
に
候
。
扨
、
当
地
に
て
無
止
事
情
よ
り
撮
影
致
候
に
付
即
差
出
申
候
。
御
笑
留
可
被
下
候
。
為
其
草
々
不
尽
。
四
月
四
日
夜
半
於
桑
港
椿
山
荘
主
朋
　
青
山
田
中
老
兄
猶
、
一
葉
は
老
台
、
残
る
二
葉
は
伊
三
郎
と
望
嶽
楼
え
御
遣
し
可
被
下
候
。
［
封
筒
］
表
、
田
中
宮
内
次
官
殿
、
親
展
内
啓
。
裏
、
緘
、
桑
港
よ
り
、
山
県
有
朋
、
写
真
三
箇
送
付
候
。
山288
（
　
）（
　
）
年
（
　
）
月
（
　
）
日
［
封
筒
］
表
、
東
京
小
石
川
区
関
口
台
町
、
田
中
宮
内
次
官
殿
、
親
展
内
啓
。
裏
、
大
磯
よ
り
、
山
県
有
朋
。
［
註
］
封
筒
の
み
。
山
289
明
治
（
　
）
年
８
月
１
日
拝
啓
　
出
発
之
朝
参
堂
候
処
已
に
御
外
出
後
に
て
不
得
面
晤
遺
憾
之
至
に
候
。
扨
、
乗
馬
飼
養
之
事
願
試
置
候
処
早
速
御
指
図
被
下
、
昨
日
寺
崎
え
御
伝
言
之
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趣
了
承
多
謝
。
諸
新
聞
に
御
還
幸
之
事
相
見
、
昨
朝
宮
内
大
臣
え
問
合
候
処
未
御
決
定
無
之
と
の
返
詞
有
之
。
丁
度
御
発
輦
之
如
く
一
両
日
前
な
ら
て
は
御
決
定
無
之
事
歟
と
察
申
候
。
老
生
も
明
日
当
地
出
発
、
京
師
罷
上
り
可
申
含
居
候
。
御
含
置
可
被
下
候
。
如
例
留
守
中
可
然
所
願
候
。
時
下
炎
熱
御
自
愛
専
祈
之
至
に
候
。
不
尽
八
月
一
日
大
磯
に
て
小
淘
庵
主
朋
頓
首
　
田
中
将
軍
幕
下
猶
、
曾
而
御
話
し
致
候
後
も
亦
頓
と
失
念
耳
に
打
過
た
る
俊
成
軸
物
代
価
さ
し
出
申
候
。
遷
延
多
罪
御
恕
是
祈
。
［
封
筒
］
表
、
田
中
宮
内
次
官
殿
、
親
展
内
啓
。
裏
、
緘
、
相
州
大
磯
駅
、
山
県
朋
。
山290
明
治
28
年
10
月
15
日
今
朝
御
話
可
仕
相
考
居
候
処
頓
と
打
忘
れ
た
る
儀
を
先
以
可
申
述
候
。
藤
井
病
気
に
付
下
働
き
之
媒
酌
人
之
事
に
付
其
後
種
々
談
合
致
し
、
印
藤
成
功
な
る
も
の
に
取
極
め
候
は
ゝ
都
合
可
然
様
考
慮
せ
し
に
付
、
昨
夜
同
人
に
申
談
し
候
処
致
承
諾
候
間
、
白
根
之
意
見
承
り
試
候
様
出
発
掛
申
付
置
候
。
老
兄
に
は
生
よ
り
此
趣
可
申
遣
故
、
近
日
之
中
細
縷
之
状
況
岡
村
よ
り
直
に
陳
情
に
及
ひ
可
申
と
申
伝
候
。
何
歟
御
意
見
も
有
之
候
は
ゝ
御
指
図
被
下
度
所
願
候
。
又
云
先
般
之
恩
賜
金
之
中
一
万
円
を
分
割
し
萩
原
家
之
財
産
に
分
与
致
候
へ
と
も
、
未
証
書
相
認
置
不
申
旁
御
聞
置
被
下
度
、
是
亦
所
願
候
。
明
日
午
後
一
時
比
之
汽
車
に
て
西
游
可
致
相
含
居
候
。
余
事
西
都
よ
り
可
申
述
。
草
々
時
下
御
自
重
千
金
。
十
月
十
五
夜
大
磯
小
淘
庵
主
有
朋
　
青
山
田
中
賢
台
座
下
［
封
筒
］
表
、
東
京
小
石
川
区
関
口
台
町
に
て
、
田
中
宮
内
次
官
殿
、
親
展
、
書
留
八
七
四
。
裏
、
緘
、
相
州
大
磯
、
山
県
朋
。
年
代
ス
タ
ン
プ
。
「
含
雪
公
手
簡
巻
五
十
一
宮
内
次
官
時
代
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山291
明
治
（
30
）
年
９
月
11
日
去
八
日
、
都
門
之
暴
風
雨
者
実
に
非
常
之
事
な
り
し
由
。
乍
去
貴
邸
者
さ
し
た
る
御
損
処
も
無
之
趣
、
先
以
慶
賀
此
事
に
候
。
椿
山
荘
も
桜
樹
其
他
雑
木
多
少
転
覆
し
た
る
に
不
過
と
の
老
兄
目
撃
之
情
況
、
早
速
御
報
道
を
忝
し
安
意
至
極
鳴
謝
不
啻
候
。
旧
都
は
唯
、
終
日
雨
の
み
に
て
風
は
無
之
。
八
日
之
夜
に
入
晴
天
と
な
り
、
二
百
二
十
日
之
厄
日
も
無
事
に
平
穏
に
候
。
此
両
三
日
は
、
秋
冷
之
好
季
節
と
な
り
田
畑
と
も
豊
作
と
申
事
に
候
。
老
生
も
中
比
に
は
帰
京
之
含
な
れ
は
不
日
可
期
拝
晤
候
。
春
畝
帰
朝
之
由
、
如
旧
壮
健
と
の
事
恭
賀
一
段
に
存
候
。
今
晩
は
中
秋
と
申
事
故
、
清
水
寺
近
傍
え
観
月
か
て
ら
出
か
け
可
申
候
。
京
城
者
斯
る
凄
惨
後
な
れ
は
、
観
月
宴
も
寂
寥
な
る
へ
し
。
却
而
月
光
は
感
情
を
一
層
深
か
ら
し
む
へ
し
と
察
申
候
。
先
は
御
報
道
を
謝
し
併
而
御
見
舞
迄
。
草
々
時
下
秋
冷
御
自
重
専
祈
。
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
十
）
五
三
安岡・長井61_安岡・長井61  10/10/12  15:09  ページ 五三
Hosei University Repository
九
月
十
一
日
朝
京
都
無
隣
庵
主
朋
頓
首
　
芭
蕉
庵
主
青
山
老
兄
座
下
［
封
筒
］
表
、
東
京
小
石
川
区
関
口
台
町
、
田
中
宮
内
次
官
殿
、
親
展
。
裏
、
緘
、
京
都
南
禅
寺
門
前
、
山
県
朋
。
山
292
明
治
（
29
）
年
11
月
21
日
秋
晴
に
乗
し
南
都
之
紅
葉
を
訪
ひ
、
昨
夜
帰
庵
致
候
処
已
に
華
墨
到
達
忙
に
披
見
一
読
。
先
以
老
兄
万
福
敬
賀
。
扨
、
論
説
之
一
事
に
付
、
如
来
諭
概
略
事
情
了
承
。
已
に
事
局
を
結
ひ
た
る
上
は
、
大
臣
之
進
退
は
勿
論
、
此
際
二
、
三
官
吏
之
更
迭
有
之
て
は
帝
室
之
威
厳
に
関
係
す
る
耳
な
ら
す
、
遂
に
大
権
に
も
波
及
可
致
と
憂
慮
に
不
堪
候
。
最
初
よ
り
之
方
針
を
変
更
無
之
、
終
始
一
貫
鞠
躬
尽
力
所
祈
候
。
老
生
も
本ママ月
十
日
比
に
は
帰
京
可
致
相
含
居
申
候
。
恐
察
云
々
之
一
事
に
付
、
万
一
思
食
も
被
為
在
と
の
事
な
れ
は
御
一
報
被
下
度
候
。
先
は
為
其
草
々
。
時
下
御
自
愛
専
祈
之
至
に
候
。
拝
復
十
一
月
二
十
一
日
京
都
無
隣
庵
主
頓
首
　
青
山
老
兄
東
山
之
菊
観
は
、
先
日
来
相
尋
一
見
可
致
と
佳
期
之
候
承
り
な
か
ら
、
于
今
相
果
し
不
申
。
近
日
一
見
盛
衰
御
一
報
可
致
候
。
［
封
筒
］
表
、
田
中
宮
内
次
官
殿
、
密
啓
。
裏
、
緘
。
山
293
明
治
（
30
）
年
３
月
11
日
余
寒
未
去
兼
候
処
、
弥
御
壮
健
遙
賀
至
極
に
候
。
老
生
も
、
広
島
、
熊
本
両
師
団
検
閲
為
相
済
、
帰
途
馬
関
砲
塁
一
覧
、
昨
夕
京
都
草
廬
に
安
着
御
放
神
是
祈
。
扨
、
広
島
滞
留
中
、
芳
翰
に
接
し
候
得
と
も
巡
閲
中
は
寸
暇
無
之
回
答
も
不
仕
候
処
、
爾
後
之
事
情
如
何
や
。
都
門
之
状
況
更
に
不
相
分
、
新
聞
も
昨
夕
神
辺ママ
よ
り
之
汽
車
中
に
て
、
出
立
後
始
て
一
読
致
し
候
為
体
御
一
咲
可
被
下
。
于
時
今
朝
、
伊
集
院
に
面
会
。
曾
而
御
内
談
有
之
候
土
地
に
付
、
先
日
来
談
判
相
開
き
、
漸
此
節
落
着
之
結
果
は
、
一
坪
六
円
迄
に
談
決
致
し
候
由
。
右
之
代
価
に
て
可
然
候
へ
者
、
略
取
極
め
直
に
隣
地
并
に
水
車
等
え
向
て
談
判
相
試
み
、
一
時
に
局
を
結
ふ
の
手
段
を
取
さ
れ
は
困
難
な
る
事
情
を
惹
起
し
可
申
と
の
事
に
候
。
さ
も
あ
り
ぬ
へ
き
様
被
察
、
隣
地
（
西
之
方
之
土
地
）
者
、
今
少
し
下
直
に
相
談
相
付
可
申
歟
と
申
居
候
。
何
分
之
貴
答
相
待
猶
相
談
可
致
と
申
置
候
。
伊
集
院
は
明
日
歟
明
後
日
比
よ
り
大
磯
に
罷
越
可
申
に
付
、
留
守
居
之
江
村
と
申
者
に
談
判
為
致
可
申
と
の
事
也
。
総
而
此
者
よ
り
直
接
に
応
答
致
し
、
更
に
仲
人
を
不
入
相
運
ひ
来
候
由
、
旁
都
合
可
然
様
被
察
申
候
。
先
は
為
其
さ
し
急
草
々
。
時
下
御
自
愛
専
祈
。
不
尽
三
月
十
一
日
朝
東
山
無
隣
庵
主
頓
首
　
青
山
老
閣
座
下
猶
、
令
夫
人
え
よ
ろ
し
く
且
留
守
如
例
御
指
図
、
是
亦
相
願
置
候
。
老
生
も
月
末
迄
は
滞
留
可
致
含
に
候
。
帰
期
は
御
秘
し
置
可
被
下
候
。
白
根
も
追
々
軽
快
に
赴
き
候
由
昨
日
新
聞
上
に
て
一
読
。
放
懐
々
々
。
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［
内
封
筒
］
表
、
青
山
老
兄
、
親
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
［
封
筒
］
表
、
東
京
小
石
川
区
関
口
町
マ
マ
百
十
七
番
地
、
田
中
宮
内
次
官
殿
、
親
展
急
啓
。
裏
、
緘
、
京
都
南
禅
寺
前
、
山
県
朋
。
山
294
明
治
（
29
）
年
10
月
24
日
別
後
御
清
勝
欣
然
。
今
般
近
衛
兵
演
習
天
覧
に
付
、
供
奉
に
て
御
出
馬
之
趣
伝
承
。
秋
高
馬
肥
一
層
之
壮
観
不
堪
遠
察
候
。
老
生
も
当
地
到
着
後
は
、
日
々
青
松
紅
樹
之
間
を
逍
遙
し
、
静
養
一
途
回
復
を
図
り
御
放
懐
是
祈
。
于
時
今
朝
九
鬼
来
訪
。
国
重
登
用
之
事
に
付
縷
々
之
事
情
千
回
如
一
了
承
。
是
度
博
物
館
費
多
少
増
額
之
儀
可
申
立
に
付
さ
し
く
り
採
用
可
致
と
の
事
に
て
、
猶
老
兄
え
此
事
情
申
遣
し
く
れ
候
と
の
事
に
候
。
此
事
に
付
而
は
、
老
兄
に
も
高
配
相
成
居
候
事
よ
り
さ
し
起
り
た
る
儀
歟
と
察
申
候
。
且
出
発
之
砌
御
内
話
を
致
し
置
た
る
佐
野
叙
爵
之
事
、
宮
内
大
臣
え
両
三
日
前
申
遣
し
置
候
。
被
仰
談
御
決
行
可
被
下
候
。
岡
沢
之
事
に
付
而
は
、
曾
而
御
談
話
を
遂
候
様
、
老
生
一
己
之
意
見
を
以
縷
々
事
情
申
上
置
候
に
付
、
猶
宮
内
大
臣
之
意
見
も
可
有
之
と
存
し
、
併
而
概
要
開
陳
致
し
置
候
。
是
亦
御
含
可
被
下
。
先
は
為
其
草
々
。
時
下
御
自
重
千
金
。十月
廿
四
日
京
都
南
禅
寺
畔
無
隣
庵
主
朋
頓
首
　
青
山
老
兄
御
一
読
後
御
火
中
を
乞
。
［
封
筒
］
表
、
東
京
小
石
川
区
関
口
台
町
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
、
親
展
急
啓
。
裏
、
緘
、
京
都
南
禅
寺
畔
、
山
県
朋
。
「
含
雪
公
手
簡
巻
五
十
二
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山295
明
治
（
　
）
年
１
月
27
日
昨
日
御
内
談
致
し
置
候
様
西
周
陸
軍
省
に
於
て
之
履
歴
之
概
要
、
別
書
宮
内
大
臣
え
さ
し
出
候
に
付
、
御
一
読
之
上
被
差
出
可
被
下
、
且
出
格
之
詮
儀
被
成
下
度
希
望
之
至
に
候
。
余
事
在
拝
光
。
草
々
不
一
一
月
廿
七
日
有
朋
　
田
中
次
官
殿
［
封
筒
］
表
、
芭
蕉
庵
主
人
座
下
。
裏
、
〆
、
椿
山
荘
主
。
山
296
明
治
（
　
）
年
６
月
28
日
昨
夜
者
諸
大
家
之
書
拝
見
仕
忝
多
謝
。
扨
、
明
日
午
前
十
一
字
侍
従
長
官
房
え
出
頭
候
様
岩
倉
幹
事
よ
り
申
来
候
付
可
罷
出
之
処
、
若
明
朝
も
如
例
御
出
省
相
成
儀
に
候
は
ゝ
代
理
に
て
御
取
計
被
成
下
間
布
や
御
依
頼
迄
申
試
候
。
草
々
不
尽
六
月
二
十
八
日
有
朋
　
青
山
老
閣
座
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
宮
内
次
官
殿
、
親
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
297
明
治
（
　
）
年
２
月
19
日
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
十
）
五
五
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新
橋
拝
別
後
鉄
路
無
事
西
京
到
着
。
風
気
も
さ
し
た
る
変
態
無
之
御
放
神
可
被
下
。
依
而
明
夕
歟
明
後
朝
よ
り
発
途
。
先
以
広
島
に
赴
き
夫
よ
り
九
州
に
巡
游
可
致
と
存
候
。
左
な
く
て
は
、
馬
関
両
三
日
滞
留
之
都
合
甚
さ
し
支
候
付
不
得
止
順
序
変
更
致
し
候
。
扨
、
高
嘱
之
水
車
其
外
之
事
に
付
、
昨
夕
伊
集
院
に
面
会
、
篤
と
談
合
致
し
候
処
、
丸
而
御
任
せ
可
被
下
と
の
事
也
。
乍
去
余
り
さ
し
急
て
は
却
而
敗
北
可
致
と
の
懸
念
有
之
と
申
居
候
。
事
情
尤
之
事
と
察
せ
ら
れ
、
唯
在
知
彼
而
し
て
彼
に
知
ら
れ
さ
る
と
の
事
に
候
。
当
地
寒
威
依
然
北
山
よ
り
時
々
雪
を
吹
送
候
位
に
て
、
過
日
之
如
き
奇
観
は
最
早
今
年
は
無
之
歟
と
被
察
候
。
先
は
草
々
。
時
下
御
自
重
為
国
家
是
祈
。
二
月
十
九
日
東
山
麓
無
隣
庵
主
頓
首
　
青
山
芭
蕉
庵
主
人
座
下
其
後
之
報
に
依
れ
は
、
白
根
も
日
々
容
体
よ
ろ
し
き
方
に
赴
き
候
由
御
同
慶
不
啻
候
。
再
白
台
湾
之
書
翰
相
認
め
両
三
日
中
に
は
郵
送
可
致
と
存
候
。
［
封
筒
］
表
、
田
中
次
官
殿
、
親
展
内
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山298
明
治
（
　
）
年
５
月
６
日
昨
朝
御
面
談
之
節
、
某
欧
洲
行
に
付
旅
費
云
々
之
事
は
是
非
老
兄
高
按
通
り
不
相
行
て
は
、
今
日
欧
洲
之
状
況
に
照
し
困
難
至
極
と
察
申
候
。
随
従
被
仰
付
以
上
は
其
人
相
応
之
御
取
扱
有
之
者
当
然
之
事
と
存
候
。
旁
事
情
重
而
及
開
陳
候
。
余
事
万
在
面
晤
。
草
々
不
悉
五
月
六
日
椿
山
荘
主
　
青
山
老
兄
［
封
筒
］
表
、
宮
内
省
、
田
中
宮
内
次
官
殿
、
親
展
急
啓
。
裏
、
緘
、
小
石
川
目
城
台
、
山
県
朋
。
山299
大
正
（
３
）
年
５
月
14
日
復
啓
　
其
後
御
健
勝
引
続
き
各
地
御
旅
行
之
趣
大
慶
不
過
之
候
。
次
て
老
躯
幸
に
支
障
無
之
に
付
、
御
放
念
是
祈
候
。
扨
、
皇
太
后
陛
下
御
崩
御
に
就
而
は
御
同
様
恐
懼
之
至
に
不
堪
候
。
春
来
之
政
変
も
漸
く
一
断ママ落
相
付
為
邦
家
大
賀
此
事
に
候
。
乍
去
目
下
之
情
勢
必
し
も
安
神
不
得
致
、
今
後
一
層
之
御
憤
発
を
可
要
折
角
御
自
珍
所
祈
候
。
先
は
貴
答
ま
て
。
草
々
頓
首
五
月
十
四
日
椿
山
荘
老
主
朋
　
田
中
賢
兄
清
梧
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
老
兄
、
内
啓
。
裏
、
〆
、
有
朋
。
山
300
明
治
（
29
）
年
10
月
11
日
昨
日
略
御
内
話
致
置
候
佐
野
叙
爵
之
事
情
に
付
内
申
書
差
出
申
候
。
御
一
覧
之
上
、
宮
内
大
臣
に
被
差
出
可
被
下
。
孰
今
晩
歟
明
朝
之
中
参
堂
事
情
可
申
陳
候
。
草
々
頓
首
十
月
十
一
日
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椿
山
荘
主
朋
　
青
山
芭
蕉
庵
主
人
座
下
［
封
筒
］
表
、
青
山
田
中
老
台
、
内
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
十
）
五
七
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